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414B 三次元座標測定機の精度向上法
(第1報 三次元用ゲージの試作)
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ま．研究の首輪

学者らは三講義轟攫鵡究糖の轟艶雛腰を補正Lて戯

長橋の精度を向上きせることを目指している。その実

用的な方法の一一一つとLて、三次元的なr－ジを用いて

測定輯を校正す壷方法がある昏　峯村兜は、モ酌三流蒐

周ゲージの試作に博するものである。　試作したデ岬

ゾは、グローブをいくつかの’点一に位置決めできるよ

うになっている。本経では、試作したゲージの根定法

について述べる。また、検定における操り逝し精度や

再現性などの潤諾実装鞍盛についても鹿砦する。

岩・研究再学

事慮t札の位置揆癖ほ韓欝鋼堵と連字鎚バグ田－グを

組み合わせることで容易に実現できる。すなわち、鋼

噂中心瞥その’慮tとLて細注華愚ものである中　東軒に

測定を行う埠合には、グローブとブージとの■干渉を避

けなければならない。そのために、A、B∴推知の彬

鱗のゲージを甑韓Lた也

A型r－ジは団1にホすように、ほぼ同■－一の平面上

団1　展型デ騨ジ卵形既

習2　B型ヂ岬㌘の形畿

提弼礫が配置Lであ蓄苫、その学術よの税親戚馨鍵盤守

るのに憎いるものである。これにたいして、虹型r－・

諜ほ観正室≡轟音盈毒蔓芸、轟聾の艶督義正単軸真に愚考

3鯛づつの鋼球が悦度してある。この形状ならば、グ

ローブとゲージとが干渉することなく、各鋼球の立体

的な位避関係を蹟髄することができる。そして、これ

ら≡誓郎ヂ岬ぎの磯定盤盤を機密音貌ぽ、頗淀腰儲鷹

番華躾に乾弼Lたt慮響菅の鐙密漁めが轡機宜な番壱

ヂ叫ぎの韓晃、ずなぉち審窮学の豊俸的督璧畳の駿

足には三次元測定機を用いた。この測定機は、これ虔

での甜兜により、その誤差ベクトル分布か知られてい

るものである。苔鋼球の中心櫨檻は連テーパグローグ

を用いて測定Lたlさ　その測定縮某はゲージ、i二の3偶の

鋼球中心を盛学とLた塵横糸習義L監卓

3せ　解巣と考察

番鋼球健立田甜諾を確固鹿琴逸し竃好も富、母の酪鶴

菅重層の韓足藍した¢礫蒐を轟琴境した患聾の各磯樺

構内ばらつ垂は小きく、そ銅確学髄轟ほ最大む串8摩碑

であった蜘　濃た、5餞別弼碑淀を椴耗L、材噂軽度郡

安定性を確認Lた草　鹿lほ巨闇ヂけぎの約呈諾0層の

鞭足結果に一Jいて、射紺の鋼球中心塵綿のばらつきの

梯ー子を、精華鵬農（打t】－、d＼／i、けWi）とばら■つきの

棚＝しjiーi、iV■＝Wil）とでホしたものである。A専

ヂ凶ジ椚ぱちつきほ巨聖ヂ－ジ孟巧も全体量豊か尊か肇

た。きらに、測定力の変化、グローブの棉轍、グロー

ブ近棟プ錘まの速いなど≒　報淀亀件を≒豊ミっか密碓嘗せ

て根定を行い、それらに対しても安定した舶鵜の締ら

れることを確盤した。以▲卜のことから、今回統作した

プープほ、飽田三親妃亜吏轍の確慰摘ゲ岬PとL鷲

卜分仲川できることかわかったn

緋鯉㌧捌酌錘腐卿針－　串呵
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